
コース番号 期　　　　　間

9101 ①平成29年 6月19日(月)～ 6月21日(水)

9102 ②平成29年 7月24日(月)～ 7月26日(水)

①職業能力開発総合大学校（東京都小平市）

②福島県立テクノアカデミー郡山（福島県郡山市）

１　授業づくりの原則

（１）授業は受講者の｢学習｣と｢変化｣に対する｢意図的｣な働きかけ 1.5 H

（２）POCEの一貫性

　　(POCE:Purpose目的・Objective目標・Contetnt内容・Evaluation評価)

（３）授業の成果に影響する要因の整理

２ 授業の目的と目標の記述

（１）授業を実施する目的は課題の解決 1.5 H

（２）授業の目標は学習者の到達目標

（３）目的と目標の記述方法

３ 指導項目の記述と指導方法の考案

（１）能力の種類と技能習得の過程 1.5 H

（２）指導項目を見つける視点

（３）指導項目記述の粒度

（４）能力の種類に応じた指導方法

４ 指導順の計画 1.5 H 12 H

（１）授業を構成する要素(3段階と4活動)

（２）即時記憶への配慮

（３）動機づけへの配慮

（４）評価の活用

５ 授業計画演習

６ 職場での授業計画実習

　 本研修の終了後、受講者が職場で作成した授業計画を添削する (希望者のみ) 6 H 12 H

職務２

授業の質保証

担当教員
(ユニット)

受講者が用意
するテキスト

使用する機器
等

　参考図書：職業訓練における指導の理論と実際　10訂版, 職業訓練教材研究会
　　　　　　インストラクショナルデザインの原理, 北王子書房
　使用する図書：配付資料

　新井　吾朗
（職業能力開発教材ユニット）

項　　　　目　（予　定）

到達目標

　本研修は授業計画に焦点をあて、授業計画の基本原則の解説と授業計画演習で構成する。
　本研修は、次のような場面で活用していただきたい。
　１　新人指導員の授業計画能力を向上する。
　２　ベテラン指導員が授業計画の基本原則を体系的に再認識し、自身の授業計画を向上させる。
　３　行政等の説明責任資料として指導案を整備する際の記述方法を整理する。
　本研修受講者の到達目標は、授業計画の基本原則に基づいて指導案(授業計画書)を作成できる。
　１　授業の目的、目標、指導項目、展開をPOCEを一貫するように計画できる。
　２　指導項目に適した指導方法を考案できる。
　３　指導の順序を計画できる。
　４　授業の目的・目標・指導項目・展開を指導案に合理的に記述できる。
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訓練技法開発研修カリキュラム
日数コ　ー　ス　名 定員

リニューアル
の概要（変更点）

３　訓練技法開発研修

 (1)  概要及び目的

　　　職業訓練を効果的に実施し、かつ、訓練生の習得度を高めるために必要な訓練計画の立て方や

　　教材の開発技法、訓練指導技法等を習得します。

 (2)  対象者

　　　各研修コースの「最低限必要な知識」欄に掲げる条件を満たす方が対象です。

 (3)  研修コース

　　　以下の研修コースを計画しています。

　　①　訓練計画の立て方や授業計画の立て方、教材開発や訓練展開上の課題解決等に関するコース

　　②　在職者訓練に関するコース

　　③　訓練を円滑に進めるためのスキルに関するコース
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